












































































































がカントリーホームのための広大な土地を購入し，Palo Alto 5） Stock Farmを立ち上げたのは 1876年
のことである．Stanfordはニューヨークで法律を学び，セントラル・パシフィック鉄道の設立によ








視していた．スタンフォード大学の初代学長を務めた David Starr Jordanは，当時エンジェル投資家




















スタンフォード大学で知り合った David Packard 7）とWilliam Reddington Hewlett 8）が，1939年 1月 1




通説では，シリコンバレーの誕生は Hewlett-と Packardがこのガレージで仕事を始めた 1938年
であるとされる．しかし実はそれ以前から，既にこの地域にはイノベーションの土壌は存在してい
た．情報産業発展の中核となった半導体の発見はイギリスの化学物理学者Michael Faraday（1871-
1867）に遡ることができるが，その後の関連する発明の中で特に 1907年に Lee DeForestが 3極真空
管を発明したことが，無線通信を飛躍的に拡大させる発端となっている．エール大学で学んだ Lee 




り高出力の送信が可能な送信管の発明につながり，Charles Litton，William Eitel，Jack McCullough
といった起業家たちを生み出すことになった．


















Varian & Sigurd Varian），Willian Mansen，Edward Ginztonらであった．
第 2次世界大戦の間，ヴァリアン兄弟は利益の一部を大学に支払うという契約のもと，スタン
フォード大学の研究室の一角を無償で借り受け，大学から 100ドルの研究資材費用も支給されて研























として知られている．1932年に Cal Tech，1936年にハーバード大学で Ph.D.を取得したショック
レーは，卒業後ニュージャージーのMurray Hillにある Bell Telephone Laboratoryで物理学，特に
真空管の研究に没頭した．当時音声の増幅や電子回路のスイッチ操作など電流の制御には真空管が
利用されていたが，信頼性において十分ではなかった．Shockleyの最も大きな業績は，1946年に





Antisubmarine Warfare Operations Research Groupのディレクターも務めている．
Shockleyは 1954年に Caltech（California Institute of Technology）で物理学の客員教授，翌年に
は国防武器システム評価機構（Weapons Systems Evaluation for the Department of Defense）の副
ディレクターを務めた．1955年に Beckman Instrumentsに参加し，Mountain View 11）に設立され
Shockley Semiconductor Laboratory（ショックレー半導体研究所）で所長を務めた．Shockleyは
1963年にビジネス界から引退して 1974年までスタンフォード大学で教鞭を取った．




ようになった．結局 Noyceら 8人の技術者が Fairchild Camera and Instrumentの資金提供を受
け，1957年にマウンテン・ビューで Fairchild Semiconductorを立ち上げ独立した．この Fairchild 





































NoyceとMooreは 10年間在籍した Fairchild Semiconductorを離れ，ベンチャー・キャピタリス
トのアーサーロックの支援を受けて，1968年に Intel Co.を設立した．他にも Amelco, Signetics, 




Federico Faggin, Stan Mazorといった Intelのエンジニアのグループは，1971年にコンピューターに






















年代の半ばに Processor Technology, Apple Computer, Osborne Computerなど 10以上のパーソナル・
コンピューターのベンチャー企業が立ち上がっている．
この中で Apple Computer Inc.（現 Apple Inc.）は，オレゴンの Reed Collegeを中退して Atariの
エンジニアであった Steve Jobsとカリフォルニア大学バークレー校（UCバークレー）を中退し HP










は DARPA（Defense Advanced Research Projects Agency）の VLSIプログラムによる資金援助を受
京都マネジメント・レビュー　　第 18号48
け，コンピューター・アーキテクチャーとネットワーキングのイノベーティブな研究と開発プログ
ラムに取り組んだ．John Hennessy率いるチームは，RISC（Reduced Instruction Set Computer）マ







SUNは Stanford University Networkの頭文字をとったもので，Andy Bechtolsheimがスタンフォー
ド大学在学中に独自に開発した校内のネットワーク用のワークステーションを，スタンフォード大




フォード大学の院生 David Filo と Jerry Yang により趣味で始められたウェブディレクトリーが，









ば Stanley Cohen と Herbert Boyer（UCSFとスタンフォード大学）は 1970年代初頭に DNA組み替
え技術を開発した．また，シリコンバレーのベンチャーキャピタル産業はバイオ技術ビジネスに多
額の資金提供をおこない，バイオベンチャーに重要な役割を果たすことも多かった．Kleiner Perkins
の Robert Swansonは Boyerを説得し，1976年に Genentechを設立するなど，多くの地元大学の生






























構築し，スピンオフ企業である Intelをはじめ，Advanced Micro Devices，National Semiconductor


































ウェア，法律事務所，コンサルティングなど 150社で 230万人の雇用を創出している（表 1）．シリ
コンバレーの住民の 38％（主要産業での技術者・科学者の 58％）が外国人 15）で，2009 Silicon Valley 
Indexによれば 2007年から 2008年にかけての人口の増加は 1.6％，外国人移住者は 9％増加している．
人口の 44％が大学卒業以上の学歴（大学卒 26％，大学院卒又はプロフェッショナルの資格 18％）を
有しており，カレッジ卒業の 24％を合わせると 68％に及ぶ．カレッジ卒業以上の割合はアメリカ全






























レーでは，1930年にMoffett Field 16） Ames Research Center，1939年に NASAを誘致してきたが，
50年代には特に航空，宇宙，電子分野での国防プログラムにより大きく産業が成長した．例えば，
















ニティが地域振興を目的として，Laura Whipple 婦人を中心として，$476,679 で 1000エーカーの土地を購入し，それ
を海軍に 1ドルで売却した．
17）　1996年実績でシリコンバレー全体で 1000億ドル，スタンフォードチームが立ち上げた 100の企業で 650億ドルを
占める．（Jon Samdelin “Co-Evolution of Stanford University & Silicon Valley” プレゼンテーション資料）
http://www.wipo.int/edocs/mdocs/arab/en/wipo_idb_ip_ryd_07/wipo_idb_ip_ryd_07_1.pdf


















20）　SLAC National Linear Laboratoryを含む．http://www.stanford.edu/about/facts/research.html




学部学生数 約 4800人 6878人
大学院学生数 約 2800人 8441人
教員数 約 370人 1800人
助成金 約 4400万ドル 126億ドル
ノーベル賞受賞者 0 28人
受託研究 約 1100万ドル 11.3億ドル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出典：スタンフォード大学資料より 21）
表 3：シリコンバレーの R＆ D資金環境（2006年実績）
アメリカの大学 スタンフォード大学
Government Research Funding 270億ドル 9億ドル
SBIR 20億ドル（アメリカ全体）




















がある．これが，工学部と医学部の境界に Netscapeの創業者 Jim Clarkの寄付によって新たに建設
されたThe James H. Clark Center内で進められている．二つのガラス張りのビルが向き合う形になっ
ていて，コミュニケーションのための広場である中庭から研究室が見える構造になっている．建物








1951 1960 1985 2007
面積（エーカー） 290 450 660 700
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The History of Silicon Valley : A Study of Social Capital on the Cluster Evolution
Yuko OKI
ABSTRACT
Looking back to the history of Silicon Valley, a few radio armatures in the late 1920’ to early 30’s gave birth this land to 
a dynamic high-tech complex. Long before which was called “Silicon Valley” in 1970’s, social capital of technology had been 
accumulated as a platform of the base for innovation in San Francisco Peninsula. Knowledge which leads to the innovation 
has been formed through engineers’ or scientists’ face to face communication in their daily life.
Keywords : Silicon Valley, Cluster, Communication, Information, Social Capital

